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地域の概況分析について

第2回 循環共生型の地域づくりに向けた検討会 資料



参考資料２

↑

団
塊
の
世
代

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

分析の視点

視点１ 足下からの分析 各種統計データ等により身近な特徴（人口・雇用・経済力等）を把握

視点２ 広域からの分析 都市圏による地域構造分析により周辺地域との繋がりを把握

視点３ 詳細データの分析 人口増減の要因を自然増減と社会増減に分解して分析

視点４ 過去からの分析 過去の長期推移を把握する

視点５ 上空からの分析 メッシュデータ等により都市構造の変化を空間的に捉える

代表的な地域分析内容

人口動態 人口増減について、自然増減と社会増減に分解し、問題点を分析 等

成長力比較 雇用増減と人口流出入の観点から都市圏の成長力を分析 等

年齢別人口構成
（時点比較）

高齢者、生産年齢人口、若者世代の増減など人口構成の変化を分析 等

中心市街地の人口動態 中心市街地への昼夜間の人口集積状況をメッシュ統計を用いて分析 等

高齢化の加速度 現在と将来時点の70歳以上人口比較等から高齢化インパクトを分析 等

小売商業の競合状態 都市圏人口一人当たり売場面積と坪効率から商業の競合状況を分析 等

主要産業就業者の年齢別人口構成 就業人口年齢構成から産業毎の強み、弱み及び将来像を分析 等

地域の概況分析の概要
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市町村 (2010年国勢調査に基づく) – 2010.4.1現在

０

４

２６

０

新潟県30市町村（最新）の人口動態
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地域の概況分析例(長岡都市圏）
以降は、地域の概況分析例として、日本政策投資銀行が長岡都市圏で行った「地域づくり健康診断」の結果から抜粋したものである。

転入超過転出超過
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年齢別人口構成
全国との比較 2010年

長岡都市圏 2010 (H22)

全国 2010 (H22)

長岡都市圏の人口動態（全国との比較）

→ 現役世代流出・高齢化の進行が顕著

0～19歳の未成年者
は

全国平均並み

20～49歳の働き盛り世代
は

域外に流出している

50代は
比較的域内に多く残る

70歳以上は
全国平均を上回る

4
（2010年国勢調査）
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万人
年齢別人口構成

2010年実数と2035年単純予測値

2010（H22）

70代以上 19.8%

2035（H47)                               

70代以上 29.6%

2035年は国立社会保障・人口問題研究所による単純予測値

38.6 38.4 37.6 36.8 35.4 34.0 32.4 
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万人 人口増減 実績＆単純予測

は国立社会保障・人口問題研究所による予測

(00年代前半トレンドが継続するものと仮定)

長岡都市圏の人口動態と将来予測
（00年代前半の転出入のトレンドが続くと仮定）

20-59歳は5.4万
人減少(30.7%減)

0-19歳は2.7万
人

減少(41.5%減)

70歳以上は1.3万
人

増加(1.18倍)
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何歳の人口が多くなるのか：2035(平47)年時点の長岡都市圏年齢階層別人口
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70歳以上
8.6万人
（29.6%)

2035年（約25年後）の長岡都市圏

20－59歳
12.3万人

長岡都市圏人口：290,346人

ピーク

資料 国立社会保障・人口問題研究所中位推計
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全国の就業先

長岡都市圏と全国の雇用

全国と比べると製造業の就業者が比較的多いのが特徴

就業者総数（右軸）

製造業

サービス業＋商業

建設業農林漁業

公務

金融

運輸・通信・エネルギー

就業者総数（右軸）

サービス業＋商業

製造業

建設業

運輸・通信・エネルギー
農林漁業

公務

金融

資料 国勢調査 7
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（資料 工業統計）

直近10年で見ると、出荷額と従業員が約2割減少。

人口規模 ３０～４０万人 の都市圏

＜２０００年代：９９～０９年＞

長岡都市圏の工業（出荷額＆従業者数増減）
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 2001人以上

 1001～2000人

 1～1000人

 0人

 △1～△1000人

 △1001～△2000人

 △2001人以上

長岡市の市街地人口比較

長岡市（14×13km）

＜夜間人口比較＞

＜国勢調査により作成＞

人口；282,674人（2010年国勢調査）

３０
年

＋28,656人
（＋16.8％）

1975（昭和50）年
＜このｴﾘｱの人口：170,312人＞

2005（平成17）年
＜このｴﾘｱの人口
：198,968人＞

1975年→2005年夜間増減比較

１９７５（Ｓ５０）年 ２００５（Ｈ１7）年

 1 .5千人未満

 1.5～3千人

 3～4.5千人

 4.5～6千人

 6～7.5千人

 7.5千人以上

→東

→東 →東

△ 160 23 △ 310 466 127 2 △ 90 △ 56 378 2683 △ 264 △ 105 △ 204

△ 10 287 137 △ 178 55 △ 107 1148 11 40

△ 23 57 △ 157 △ 7 27 357 1016 835 299 783 △ 17

△ 165 25 △ 224 81 2297 2559 △ 593 28 △ 545 △ 38 △ 87

72 △ 50 39 △ 106 371 2078 157 △ 2321 1295 755 2 △ 493

△ 210 △ 348 1035 52 14 1136 269 △ 712 △ 2796 △ 406 320 15 2

338 788 965 717 1065 1753 1079 △ 3175 △ 2317 1392 613 148 △ 221

2862 35 344 767 880 2929 △ 108 △ 2005 △ 2183 △ 513 495 △ 453

674 △ 126 900 19 60 995 147 △ 113 39 1206 512 209 △ 93

19 1233 △ 18 13 △ 21 2447 47 516 △ 109 △ 557 △ 341 70

△ 90 47 △ 216 △ 57 492 137 83 1759 △ 137

△ 69 △ 121 22 159 △ 75 44 1017 106 △ 194 11

△ 91 64 △ 300 1524 △ 189 △ 8 5 △ 19 △ 199 △ 77

126 △ 166 161 178 420 10 △ 89 △ 106 △ 1 21
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上
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線

○
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線
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線
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市内中心部（３×３㎞）
▲12,715人
（▲20.9％）
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長岡市（14×13km）

＜業務人口比較＞

＜事業所・企業統計調査により作成＞

１０
年

▲4,840人
（▲4.1％）

1996（平成8）年
＜このｴﾘｱの業務人口：119,478人＞

2006（平成18）年
＜このｴﾘｱの業務
人口：114,638人＞

１９９６（Ｈ８）年 ２００６（Ｈ１８）年

→東

→東 →東

 1001人以上

 501～1000人

 1～500人

 0人

 △1～△500人

 △501～△1000人

 △1001人以上

 1千人未満

 1～2千人

 2～3千人

 3～4千人

 4～5千人

 5千人以上
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幹
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信
濃
川

上
越
線

○

上
越
新
幹
線

信
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△ 5 1 △ 108 222 5 △ 11 72 △ 161 1124 354 △ 28 △ 3

△ 44 94 150 △ 18 5 △ 10 △ 12 203 83

1 △ 45 84 31 △ 15 △ 49 △ 527 187 468 △ 20

3 △ 42 27 1 △ 36 142 △ 89 △ 81 △ 728 △ 439 58 113 12

385 △ 55 56 △ 45 △ 68 △ 276 △ 5 △ 877 22 224 △ 65 △ 88

△ 30 △ 110 △ 90 283 800 2166 13 △ 1692 55 999 △ 8 △ 26

76 △ 2 △ 349 △ 28 △ 538 902 △ 585 △ 1811 △ 3144 △ 15 78 △ 1 △ 2

59 156 119 465 △ 44 △ 165 △ 19 △ 935 △ 557 △ 282 △ 344 3

153 355 △ 99 24 △ 45 △ 54 401 △ 340 △ 169 △ 43 85 △ 30

20 △ 462 701 △ 11 52 △ 15 △ 626 350 34 26 △ 17 △ 7

123 △ 32 10 △ 157 16 △ 330 △ 164 △ 19 56 7 △ 27

△ 1 1 11 18 14 24 383 15 △ 5 △ 2 △ 10

52 37 △ 75 △ 89 △ 181 △ 16 △ 162 △ 69 6

△ 108 56 △ 57 7 78 △ 53 6 △ 59 △ 1

○○

上
越
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幹
線

信
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線
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1996年→2006年業務人口増減比較

市内中心部（３×３㎞）
▲8,368人
（▲18.5％）
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旧長岡市（町丁目別）の高齢者割合
旧長岡市内各町における高齢者（70歳以上）が占める割合

《2000年》 《2005年》

旧長岡市でも、郊外での高齢化が進行中！

JR

10%未満

10% - 15%

15% - 20%

20% - 25%

25%以上

駅

高速道路

新幹線

国道

JR

人口；１９３，４１４人
高齢者割合：１２．７％

人口；１９５，６８１人
高齢者割合：１５．１％

※空白の地域：無人または秘匿

＜資料：2000年・2005年国勢調査＞ 11
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長岡駅

長岡都市圏の公共交通（ＪＲ、バス）

資料：JR東日本、越後交通、NPO法人中越防災フロンティア

平日１日：31便以上

地域名
（長岡駅からの最短所要時間：分）

越路(12)

長岡駅から長岡都市圏内各地域への公共交通機関（JR,バス）での所要時間

平日１日：16便～30便

平日１日：15便以下

見附(9)

小千谷(16)

平日１日の便数合計（JR、バ
ス）
※乗り換えを伴わない経路の
み

栃尾(40)

60分

小国(65)

山古志(55)

寺泊(53)和島(62)

出雲崎(55)

三島(30)

中之島(28)

与板(32)

30分
小国、和島、山古志、出雲
崎、寺泊は、
時間距離が長く、
便数も少ない。

川口(23)
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